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文教厚生常任委員会
〈所管〉市民部・福祉事務所・教育委員会

石
飛
慶
久

副
委
員
長

宍
戸
邦
夫

児
玉
史
則

委
員
長

青
原
敏
治

水
戸
眞
悟

山
本

優

塚
本

近

総務企画常任委員会
〈所管〉総務企画部・会計課・議会事務局・選挙管理委員会・監
査委員・公平委員会・固定資産評価審査委員会・消防本部

大
下
正
幸

副
委
員
長

山
根
温
子

先
川
和
幸

委
員
長

赤
川
三
郎

金
行
哲
昭

今
村
義
照

藤
井
昌
之

議会運営委員会
定例会・臨時会において会期の調整や日程事
項など､ 議会運営の全般について協議､ 意見
調整を図ります｡

山
本

優

副
委
員
長

入
本
和
男

秋
田
雅
朝

委
員
長

金
行
哲
昭

赤
川
三
郎

青
原
敏
治

         

議長と副議長は､ 議員の互選で決まり

ます｡

議長は､ 市議会の代表者として､ 議会

の秩序を保ち､ 会議を円滑に進めたり､

議会に関する事務の処理等を行います｡

また､ 市議会の代表として､ いろいろな

会議や市の行事などに出席します｡

副議長は､ 議長が事故などで欠けたと

きに､ 議長の職務を行ないます｡

一口メモ

 
  
 
 
 

議
会
改
革
、
議
会
活
性
化
で
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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厳
し
い
財
政
の
中
、議
論
を
重
ね

英
知
を
結
集
し
、市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
市
政
を
め
ざ
し
ま
す
。

議会広報特別委員会
議会と市政に対する理解を深めるため､ 議会
の活動状況､ 審議内容を広く市民の皆様に周
知します｡

前
重
昌
敬

副
委
員
長

山
根
温
子

児
玉
史
則

委
員
長

宍
戸
邦
夫

大
下
正
幸

前
川
正
昭

監 査 委 員
今村義照

芸北広域環境施設組合議会議員
前川正昭 秋田雅朝 青原敏治
入本和男 藤井昌之

広島県後期高齢者医療広域連合
議会議員

青原敏治

        

本市議会では､ 現在 ｢総務企画｣ ｢文
教厚生｣ ｢産業建設｣ の３つの常任委員
会を設置しています｡ 市の業務を３つの
所管で担当し､ 専門的に効率よく審査を
行います｡ 議員は､ １つの常任委員会に
所属し､ 任期は２年です｡

一口メモ

産業建設常任委員会
〈所管〉産業建設部・公営企業部・農業委員会

前
重
昌
敬

副
委
員
長

前
川
正
昭

和
田
一
雄

委
員
長

秋
田
雅
朝

入
本
和
男

亀
岡

等



12
月
定
例
会
は
、

12
月
９
日
か
ら
19
日

ま
で
を
会
期
と
し
、

開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
に
上
程
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
議
案
28
件

が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
可
決
さ
れ
ま

し
た
。(

委
員
会
に

付
託
審
査
さ
れ
た
も

の
は
５
ペ
ー
ジ
か
ら

８
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

ま
た
、
一
般
質
問

は
11
名
の
議
員
が
市

政
を
問
い
ま
し
た
。

(

９
ペ
ー
ジ
か
ら
14

ペ
ー
ジ
に
掲
載)
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議会で慎重に審議

                      
一般会計補正 9,912万円減額

主主主主主主主ななななななな補補補補補補補正正正正正正正予予予予予予予算算算算算算算

地地上上波波デデジジタタルル放放送送共共聴聴施施設設
改改修修補補助助金金減減額額

△△22,,112244万万円円

甲甲田田中中学学校校体体育育館館耐耐震震調調査査

227777万万円円

郡郡山山城城跡跡遺遺構構保保全全業業務務委委託託料料

228833万万円円

地地域域農農道道リリフフレレッッシシュュ助助成成金金

550000万万円円

法人市民税 7,600万円減 固定資産税 2,000万円減 市町村たばこ税 1,680万円減



(

大
下

正
幸)

(

山
根

温
子)
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地上
改修

甲田

郡山地域

総
務
企
画
常
任
委
員
会

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ

た
議
案
８
件
は
、
12
月
15
日

に
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に

審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

(

主
な
審
査)

○
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部

改
正

○
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改

正

(

組
織
機
構
改
革)

○
地
区
集
会
所
の
無
償
譲
渡
・

無
償
貸
付

○
市
建
設
計
画
に
学
校
給
食

調
理
場
新
築
事
業
を
追
加

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
・

辺
地
計
画
の
変
更

委
員
長

赤
川

三
郎

副
委
員
長

山
根

温
子

委

員

大
下

正
幸

先
川

和
幸

金
行

哲
昭

今
村

義
照

藤
井

昌
之

山
根
が
問
う

市
長

職
員
数
は
減

と
す
る
が
、
担
当
者

は
残
し
て
今
の
機
能

を
損
な
わ
な
い
よ
う

に
運
営
し
ま
す
。

教育分室の廃止

●
市
民
に
分
か
り
に
く
い
グ
ル
ー
プ
制
廃
止

●
副
市
長
１
人
制
と
職
員
数
を
10
年
で
108
名
減
の
た

め
の
効
率
的
な
体
制
整
備

概要と
そのねらい先

川
・
山
根
・
今
村
・

金
行
・
藤
井
が
問
う

市
長

市
民
を
た
ら

い
ま
わ
し
に
し
な
い

よ
う
即
座
に
解
決
す

る
た
め
に
軽
微
な
も

の
に
つ
い
て
は
支
所

長
に
任
せ
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

｢

す
ぐ
に
や
る
課｣

で
あ
っ
て
、｢

何
で
も

や
る
課｣

で
は
な
い

こ
と
を
市
民
に
認
識

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

すぐやる課の設置は

ミューズ内にある甲田教育分室



入
本

21
年
度
の
改
定

に
つ
い
て
、
住
民
の
理

解
を
得
る
の
に
問
題
点

は
。

金
岡
部
長

広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す

る
と
と
も
に
、
特
に
料

金
が
大
き
く
上
が
る
地

域
に
つ
い
て
は
、
支
所

と
連
携
し
て
関
係
区
域

の
方
に
説
明
す
る
よ
う

準
備
し
て
い
ま
す
。

入
本

業
種
に
よ
っ
て

は
各
町
の
活
性
化
事
業

で
取
り
組
ん
だ
事
業
や
、

未
給
水
地
域
の
開
発
等
、

そ
の
経
緯
に
よ
り
格
差

が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
あ
た
り
を
よ
く
配

慮
し
23
年
度
に
向
け
て

精
査
す
る
よ
う
要
望
す

る
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
７
件
に
つ

い
て
、
12
月
17
日
に
委

員
会
を
開
き
慎
重
に
審

査
し
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
害
防
止
対

策
を
求
め
る
請
願
及
び

陳
情
を
趣
旨
採
択
し
、

関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

(

主
な
審
査)

○
水
道
料
金
の
統
一
に

関
連
す
る
条
例
改
正

○
桂
地
区
の
土
地
改
良

事
業
計
画

○
字
の
区
域
の
変
更

委
員
長

秋
田

雅
朝

副
委
員
長

前
川

正
昭

委

員

前
重

昌
敬

和
田

一
雄

入
本

和
男

亀
岡

等

           
21・22年度は調整期間

         

水道事業は､ 独立採算制の経営原則のも
とで､ 安全・安心な水を安定的に供給する
事業です｡
水道料金の基本となる経費は､ 豊富で良
質な水源の有無､ 水源との距離､ 給水区域
の広さや人口密度､ 事業所の集積度など､
これらの要素によって変わってきます｡
合併前の各町でできていた料金の違いを､
合併後､ 水道使用者間の負担の公平性や､
将来にわたる施設の維持管理費などの問題
を照らし合わせ､ どう統一していくか､ 検
討されてきました｡

一口メモ

小原浄水場 (甲田町)

水
道
料
金
の
統
一
は

合
併
以
来
の
懸
案
事
項

で
す
。
合
併
前
の
各
町

の
格
差
が
大
き
い
の
で
、

安
芸
高
田
市
内
の
現
行

料
金
な
ら
び
に
県
内
の

他
団
体
の
中
間
的
な
料

金
を
勘
案
し
て
料
金
の

平
準
化
を
最
優
先
し
統

一
の
検
討
を
し
ま
し
た
。

21
・
22
年
度
を
調
整

期
間
、
23
年
度
を
統
一

年
度
と
し
、
改
定
内
容

に
つ
い
て
は
３
月
ま
で

に
市
民
に
周
知
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

概

要



吉吉
田田
町町
桂桂

か
つ
ら

地地
区区

土土
地地
改改
良良
へへ

本
地
域
で
は
長
年
の

取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

組
合
を
立
ち
上
げ
、
圃

場
整
備
と
と
も
に
集
落

営
農
の
推
進
に
向
け
て

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

水
害
防
止
対
策
を
求

め
る
甲
田
町
の
倉
内
排

水
樋
管
及
び
大
土
川
排

水
樋
門
に
排
水
ポ
ン
プ

の
設
置
と
水
路
の
改
修

に
関
す
る
請
願
と
、
吉

田
町
の
川
向
地
区
の
水

害
防
止
対
策
に
関
す
る

陳
情
に
つ
い
て
、
本
常

任
委
員
会
で
現
地
調
査

を
行
い
、
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置

は
国
の
事
業
で
あ
り
、

市
の
権
限
外
の
事
業
な

の
で
、
請
願
と
陳
情
の

趣
旨
の
み
を
採
択
し
、

市
に
は
可
能
な
対
応
を

要
望
、
ま
た
国

(

国
土

交
通
省
三
次
河
川
国
道

事
務
所)

に
対
し
て
は
、

治
水
関
係
事
業
費
の
拡

大
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

  
  
  
  
  
  
  
  

ご
み
処
理
基
本
計
画

は
平
成
33
年
度
を
目
標

年
度
と
し
て
次
の
数
値

目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
家
庭
系

10
％
削
減

○
事
業
系
公
共
系

20
％
削
減

○
再
生
利
用
量

12
％
の
向
上

(

リ
サ
イ
ク
ル
率
を

34
％
に)

○
最
終
処
分
量

１
０
０
％
の
削
減

(

埋
立
処
分
量
を
ゼ

ロ
に)
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芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合

(

き
れ
い
セ
ン
タ
ー)

の
定
例
会
が
12
月
24
日
北
広
島
町
で
開
催
さ
れ
平
成

19
年
度
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

＜

組
合
議
会
議
員＞

８
名

(

北
広
島
町
３
名)

藤
井

昌
之

入
本

和
男

青
原

敏
治

秋
田

雅
朝

前
川

正
昭

(

組
合
議
員

入
本

和
男)

継
続
調
査

ご
み
の
適
正
処
理
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費
節
減

の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
ご
み
の
減
量

化
、
再
生
利
用
等
、
今
後
調
査
し
ま
す
。

１袋当たりの経費及び負担額
区 分 燃えるごみ 燃えないごみ等 粗大ごみ

１袋当たり平均重量 4.0㎏ 5.3㎏ 13.0㎏

１袋当たり経費 118円 435円 1,068円

受益者負担額 65円 100円 400円

市町負担額 53円 335円 668円

(

前
重

昌
敬)

(

前
川

正
昭)

    

現状を訴える地元住民の方々

集落営農の推進へ

きれいセンター
芸北広域環境施設組合



石
飛

若
者
定
住
と
い

う
観
点
か
ら
市
と
し
て

の
上
乗
せ
は
。

市
長

子
ど
も
の
医
療

費
無
料
な
ど
、
若
者
定

住
に
関
し
て
色
々
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
全
体
の
予
算
を
み
な

が
ら
、
ど
れ
が
一
番
有

効
か
検
討
し
ま
す
。
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
月
定
例
会
に
お
い

て
付
託
さ
れ
た
議
案
２

件
に
つ
い
て
、
12
月
16

日
に
委
員
会
を
開
き
慎

重
に
審
査
し
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

(

主
な
審
査)

○
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

委
員
長

青
原

敏
治

副
委
員
長

宍
戸

邦
夫

委

員

石
飛

慶
久

児
玉

史
則

水
戸

眞
悟

山
本

優

塚
本

近

すくすく育ってね

          
～少子化対策～

        

分娩により発生した重
度脳性まひの子どもとそ
の家族への補償金が支払
われる制度です｡ 広島県
では制度加入100％であ
るため､ 県内のどの分娩
機関で出産されても対象
となります｡

一口メモ

平
成
21
年
１
月
１
日

か
ら
の

｢

産
科
医
療
補

償
制
度｣

に
伴
い
、
こ

の
制
度
に
加
入
し
て
い

る
医
療
機
関
で
分
娩
・

出
産
を
さ
れ
た
場
合
に
、

現
行
35
万
円
と
し
て
い

る

｢

出
産
一
時
金｣

に

３
万
円
を
上
限
と
し
て

加
算
し
、
38
万
円
と
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

概

要

(

児
玉

史
則)

(

宍
戸

邦
夫)



亀
岡

市
は
財
政
健
全

化
計
画
を
定
め
、
そ
の

対
策
を
示
し
て
い
る
が
、

市
長
は
こ
の
方
針
や
計

画
を
ど
う
受
け
と
め
、

実
施
し
て
い
く
の
か
。

市
長

総
合
計
画
を
は

じ
め
各
種
事
業
を
着
実

に
実
施
し
て
い
く
た
め

に
は
、
常
に
財
政
健
全

化
計
画
と
の
整
合
性
を

保
つ
こ
と
は
不
可
欠
で

あ
る
し
、
す
べ
て
の
行

政
活
動
の
根
幹
を
な
す

も
の
と
し
て
、
今
後
の

行
財
政
運
営
の
指
針
と

し
て
受
け
と
め
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

今
村

市
民
志
向
に
立

っ
た
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
簡
潔
に
具
体
的
に
示

す
べ
き
で
は
。

市
長

私
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
顧
客
志
向
か
ら

出
て
き
た
も
の
で
す
。

従
来
の
行
政
ス
タ
イ

ル
か
ら
脱
却
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
努
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

基
本
的
な
施
策
は
、
人

口
減
に
歯
止
め
を
か
け

る
若
者
定
住
施
策
で
す
。

そ
の
た
め
に
産
業
支
援
、

働
く
場
の
確
保
、
学
校

教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
村

行
政
評
価
を
活

用
し
た
施
策
評
価
を
ど

う
進
め
ら
れ
る
か
。

市
長

総
合
計
画
の

趣
旨
に
沿
い
、
私
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
か

ら
め
、
そ
の
な
か
で

整
合
性
を
探
り
、
実

行
し
て
い
き
、
市
民

に
分
か
り
や
す
い
評

価
の
形
で
公
表
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
き
ま

す
。

安芸高田市議会だより9

  

    

亀岡 等
       

健全化計画の実施は

        

財

政

今村 義照
      

具体的に市民に

        

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

一般
質問



金
行

21
年
度
の
最
重

要
施
策
は
。

ま
た
、
雇
用
等
経
済

対
策
は
。

市
長

私
の
公
約
事
項

の

｢

す
ぐ
や
る
課｣

の

設
置
を
提
案
し
て
お
り
、

ま
た
現
在
、
デ
マ
ン
ド

型
の
交
通
も
検
討
、
調

査
し
て
い
ま
す
。｢

バ

ス
停
が
あ
る
か
ら
バ
ス

に
乗
り
な
さ
い｣

で
は

な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
自
分
の
生
活
の
リ
ズ

ム
で
買
い
物
、
通
院
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
検

討
中
で
す
。

雇
用
対
策
は
、
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
市
民
の
負

託
に
こ
た
え
る
よ
う
考

え
ま
す
。

山
本

八
千
代
町
四
季

の
里

ふ
る
さ
と
農
園

が
10
月
末
で
休
園
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
の
対

応
、
取
り
扱
い
に
つ
い

て
。

市
長

四
季
の
里
は
、

地
域
農
業
の
発
展
と
、

文
化
・
芸
術
に
よ
る
人

づ
く
り
を
目
的
と
し
て

整
備
さ
れ
た
施
設
で
あ

り
、
有
効
な
活
用
に
向

け
準
備
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

山
本

市
に
と
っ
て
貴

重
な
財
産
だ
。
早
期
に

予
見
で
き
た
は
ず
で
対

応
が
遅
れ
た
の
で
は
。

市
長

法
人
の
性
格
上
、

難
し
い
部
分
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

清
水
部
長

10
月
末
で

契
約
解
除
し
ま
し
た
。

今
後
、
新
た
な
事
業
主

に
引
き
継
ぐ
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。

山
本

そ
の
後
の
対
応

が
見
え
て
こ
な
い
が
、

今
後
の
計
画
は
。

市
長

色
々
な
課
題
が

あ
る
が
、
現
状
を
認
識

し
、
よ
い
方
向
を
見
い

だ
し
て
い
く
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。
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一般
質問

 
 
 
 
 
 
 
 

休
園
後
の
対
応
は

ふるさと農園

20年10月末で休園となった
｢四季の里｣ ふるさと農園部門

 
 
 
 
 
 
 
 
 

雇
用
問
題
は

経済対策

金行 哲昭
     

厳しい雇用状況

山本 優
     



宍
戸

高
齢
者
及
び
身

障
者
な
ど
の
玄
関
か
ら

目
的
地
ま
で
低
料
金
で

行
け
る
生
活
交
通
手
段

の
新
た
な
事
業
創
設
実

施
時
期
は
い
つ
。

市
長

21
年
10
月
実
施

を
め
ど
に
現
在
の
交
通

体
系
を
見
直
し
て
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
、
障
が

い
を
も
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
が
最
も
使
い
や
す

い
総
合
的
な
新
し
い
体

系
を
整
備
す
る
予
定
で

す
。

宍
戸

地
元
の
食
材
に

こ
だ
わ
っ
た

｢

ふ
る
さ

と
の
味｣

を
商
品
認
証

を
す
る
な
ど
支
援
し
、

Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

市
長

地
元
食
材
を
含

め
た
個
々
の
地
域
資
源

を
包
括
し
、
総
合
的
に

安
芸
高
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す

る
統
一
イ
メ
ー
ジ
や
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
つ

い
て
、
現
在
、
検
討
し

て
い
ま
す
。
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
安
芸
高

田
市
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

地
位
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

秋
田

依
存
財
源
・
税

収
入
減
少
の
状
況
の
な

か
、
自
主
財
源
確
保
対

策
は
。

市
長

市
税
で
は
、
収

納
体
制
充
実
、
使
用
料

等
、
受
益
者
の
納
得
い

く
料
金
体
系
確
立
を
図

り
、
少
子
高
齢
化
対
策
、

農
林
商
工
業
の
地
域
経

済
活
性
化
策
、
定
住
対

策
の
充
実
に
よ
る
人
口

増
で
税
増
収
を
考
え
て

い
ま
す
。

秋
田

道
路
特
定
財
源

の
一
般
財
源
化
で
対
応

は
。

市
長

国
の
動
向
を
注

視
し
、
最
小
限
の
経
費

で
効
果
を
伴
う
整
備
を

考
え
、
合
併
支
援
道
路

整
備
は
、
国
・
県
へ
一

層
の
働
き
か
け
を
行
い

ま
す
。
改
良
計
画
は

｢

選
択
と
集
中｣

を
図

り
な
が
ら
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

安芸高田市議会だより11

一般
質問

宍戸 邦夫
     

｢ふるさとの味｣PRは

        

地
産
地
消

秋田 雅朝
     

 
 
 
 
 
 
 

自
主
財
源
は

歳 入

急がれる道路改良

広島の夢プラザで安芸高田フェア



和
田

業
者
選
定
、
共

同
企
業
体
等
の
発
注
形

態
、
最
低
制
限
価
格
の

引
き
上
げ
等
、
入
札
、

契
約
制
度
の
改
正
を
、

本
市
独
自
に
対
応
で
き

な
い
か
。

市
長

既
存
の
形
態
を

踏
ま
え
、
検
討
課
題
と

し
ま
す
。
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
県
の
調
査

の
動
向
を
踏
ま
え
、
今

後
適
切
に
対
処
す
る
考

え
で
す
。

和
田

除
雪
の
委
託
契

約
で
時
期
、
業
者
選
定

等
に
問
題
は
な
い
か
。

市
長

従
来
ど
お
り
で

す
が
、
21
年
度
は
早
め

に
し
た
い
。
県
と
も
協

議
し
て
い
ま
す
。

和
田

現
況
の
生
活
交

通
網
体
系
を
地
場
の
業

者
に
移
行
す
れ
ば
、
負

担
金
の
削
減
、
雇
用
の

拡
充
が
実
現
可
能
で
は
。

市
長

今
後
の
一
体
的

な
交
通
体
系
は
21
年
10

月
を
実
施
目
標
と
し
て
、

現
在
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

入
本

各
支
所
が
活
性

化
す
る
た
め
に
、
振
興

会
の
事
業
提
案
に
対
し

て
、
支
所
長
が
決
裁
で

き
る
財
源
を
支
所
に
。

市
長

現
在
、
活
動
財

政
支
援
は
、
事
業
の
実

績
を
重
点
に
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、｢

特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
事
業

助
成
金｣

を
解
放
し
て

対
応
す
る
か
、
新
た
な

財
政
制
度
を
検
討
し
ま

す
。

入
本

農
地
・
山
林
資

源
の
活
用
に
取
り
組
む

地
場
産
業
に
支
所
で
支

援
を
。

市
長

市
民
が
元
気
に

な
る
よ
う
知
恵
を
出
し

支
援
を
検
討
し
ま
す
。

入
本

振
興
会
の
自
立

に
向
け
て
の
支
援
は
。

市
長

地
域
振
興
会
の

活
動
内
容
と
成
果
を
精

査
し
て
、
今
後
の
方
向

性
は
機
構
改
革
で
支
所

機
能
と
合
わ
せ
て
、
整

合
性
が
保
て
る
よ
う
検

討
し
、
中
身
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
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和田 一雄
     

 
 
 
 
 
 
 

入
札
制
度
の
見
直
し
を

地場産業

入本 和男
      

財源を支所に

          

支
所
長

一般
質問

地域の祭りで野菜販売にとりくむ振興会
(甲田町22区地域振興会)

急がれる交通体系の見直し
(民家から離れたバス停)



大
下

生
活
用
水
は
緊

急
課
題
だ
と
思
う
。
住

民
の
た
め
、
若
者
定
着

の
た
め
に
も
、
一
日
で

も
早
く
着
手
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

市
長

水
は
生
活
の
大

切
な
資
源
で
す
。
行
政

は
積
極
的
に
地
元
の
説

得
に
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
合
意
形
成
が
整

い
ま
し
た
ら
、
事
業
実

施
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
地
元
と
一

体
と
な
っ
て
事
業
が
完

結
す
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

山
根

保
育
所
の
自
園

調
理
方
式
を
外
部
搬
入

方
式
で
検
討
す
る
の
は
。

市
長

市
内
保
育
所
の

施
設
の
老
朽
化
と
国
の

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
対
応
で
き
て
い
な
い

実
態
が
あ
り
、
ま
た
給

食
内
容
に
つ
い
て
も
均

衡
化
を
図
る
た
め
検
討

し
て
い
ま
す
。

山
根

園
児
の
状
態
に

応
じ
た
離
乳
食
を
は
じ

め
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

な
ど
の
き
め
細
か
い
対

応
は
、
外
部
搬
入
方
式

に
よ
っ
て
も
可
能
か
。

市
長

現
在
、
具
体
的

な
手
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

山
根

安
全
・
安
心
な

食
材
の
提
供
の
た
め
の

地
産
地
消
へ
の
取
り
組

み
は
。

市
長

市
内
の
米
や
野

菜
、
果
物
な
ど
の
使
用

拡
大
で
き
る
仕
組
み
を

検
討
し
ま
す
。

安芸高田市議会だより13

一般
質問

保育所は自園調理で

         

給
食
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 

水
道
整
備
は
い
つ

横田地区

おにぎりクッキング (くるはら保育園)

水道整備に向け､ １日でも早く着手を (横田地区)

山根 温子
     

大下 正幸
      



          

議員の寄附行為の禁止
                           

                            

                              

                           

                             

              

                            

                             

                            

                

青
原

18
年
９
月
の
大

雨
災
害
復
旧
進
捗
と
今

後
の
計
画
は
。

市
長

被
災
箇
所
の
災

害
復
旧
工
事
で
災
害
認

定
を
受
け
た
箇
所
は
、

概
ね
20
年
度
完
成
の
運

び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

青
原

被
災
箇
所
で
災

害
の
認
定
は
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
今
後
も
災
害

の
心
配
が
あ
る
箇
所
の

対
応
は
。

市
長

国
県
の
河
川
管

理
費
が
削
減
さ
れ
、
厳

し
い
財
政
難
の
な
か
で

す
が
、
行
財
政
改
革
や

事
業
の
見
直
し
に
よ
り

財
源
を
捻
出
し
、
実
態

調
査
の
う
え
、
住
民
の

安
全
に
直
結
す
る
必
要

不
可
欠
な
工
事
は
、
対

応
す
る
よ
う
考
え
て
い

ま
す
。

 
 
 

向
原
町

幸
田

明
久

12
月
19
日
本
会
議

(

最
終
日)

を
傍
聴
し

た
。
議
場
に
は
、
議
員

の
方
と
行
政
の
方
で
45

人
、
そ
の
中
に
女
性
は

議
員
１
人
で
あ
る
。
行

政
関
係
に
も
女
性
の
登

用
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

本
会
議
で
は
、
委
員

長
報
告
に
対
し
て
、
質

疑
は
賛
成
の
二
点
の
み
、

反
対
な
し
、
全
議
員
賛

成
で
原
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。
提
出
議
案
に
つ

い
て
は
、
12
月
10
日
に

中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
ま
ま
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
会
議
状

況
で
市
議
会
議
員
に
よ
っ

て
、
市
民
の
声
が
市
政

に
生
か
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
う
次
第
で
あ

る
。
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災害復旧で住民の安全確保

認定外箇所の対応は

        

災
害
復
旧

青原 敏治
      

     
     

あきたかた議
会だよりでは､
広告掲載を募集
しています｡
要領は､ 安芸

高田市ホームペー
ジをご覧くださ
い｡

一般
質問



２月19日から３月18日を会期として定例会が開催されます｡
21年度予算案が市長から提出され､ 事業計画が適正であるかなど､ 議会で慎重に審査

します｡
ぜひ傍聴にお越しください｡

議会の日程等は次のとおりです｡

日程は変更になる場合があります｡ 詳細は議会事務局 (42-5621) までお問い合わせください｡ また､ ホー
ムページにも掲載しています｡
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333333月月月月月定定定定定例例例例例会会会会会
スケジュール

月 日 開会時間 会 議 名 内 容
２ 19(木) 午前10時 本 会 議 施政方針演説､ 一般議案及び予算議案等の審議
20(金) 午前10時 本 会 議 一般議案及び予算議案等の審議
25(水) 午前10時 本 会 議

一般質問
26(木) 午前10時 本 会 議
27(金) 午後１時30分 本 会 議 一般質問予備日

３ ２(月) 午前10時 常任委員会
付託された所管議案の審査３(火) 午前10時 常任委員会

４(水) 午前10時 常任委員会
６(金) 午前10時 予算審査特別委員会

付託された21年度予算議案の審査

９(月) 午前10時 予算審査特別委員会
10(火) 午後１時30分 予算審査特別委員会
11(水) 午前10時 予算審査特別委員会
12(木) 午前10時 予算審査特別委員会
13(金) 午前10時 予算審査特別委員会
16(月) 午前10時 予算審査特別委員会
18(水) 午前10時 本 会 議 委員長報告・採決等
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昨
年
11
月
の
議
員
選
挙
で
新
た
な

広
報
担
当
委
員
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

で
す
。
委
員
全
員
は
じ
め
て
取
り
組

ん
だ
今
回
の
た
よ
り
、
議
会
事
務
局

の
適
切
な
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
の
活
動
内
容
を
お
伝
え
す
る

大
切
な
た
よ
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

よ
り
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う

｢

読
み
や
す
く
・
わ
か
り
や
す

く｣

を
基
本
に
、
広
報
委
員
一
丸
と

な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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